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概観
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• 車車間通信装置の装着義務化に向けた動きを加速
• 義務化後の路車間サービスへの活用に向けた実証実験を推進
• 課題は、法制化、セキュリティ確保、周波数帯安定確保

米国政府

• FP7プロジェクトの推進（AdaptIVe、CityMobil2）
• Hrizon2020プロジェクトの始動（2016-2017公募）
• グローバル連携の強化（米国への共同プロジェクト働きかけ）

欧州委員会

• 英国、スウェーデン、オランダなどで公道自動走行
• 国策として自国内企業や研究機関を中心に推進
• 制度・認証などの国際調和でのプレゼンス確保

欧州各国独自プロジェクト

• 基準作りと認証、社会需要性、実用化の課題、倫理問題

関係者の関心事



米国の道路交通の課題
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交通事故死者数 33,561人（2012年）
交通事故件数 5.615百万件（2012年）
4歳、11-27歳の死因のトップ

55億時間の遅れ
1,210億ドル（14兆円）の渋滞損失

29億ガロン（1,100万kl）の燃料の無駄
560億ポンド（2,540万t）のCO2排出
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ITS Strategic Plan 2015-2019 対象分野
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協調型システム

相互接続性
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（前戦略計画で開発・検証した技術の）
採用と実用化に重点化

自動運転および関連技術による一定の
運転操作のドライバーから車両への移譲

次世代交通システム

固定センサ、移動端末、協調システム
からのデータの集約、共有、分析、そして
多様な交通手段の安全とモビリティ向上
への活用

USDOTの組織連携による実用化技術
の導入拡大

機器間、システム間の相互接続性確保
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U. S. DOT NHTSA Rosekind局長 講演要旨
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• 財源確保難（長期陸上交通予算の確保が課題）

• ビジョン ‘Grow America’、国民的議論 'Beyond Traffic 2045'
• 車車間通信機器搭載義務化の加速

• 自動車におけるCyber securityの確保
（Auto-ISAC/Information Sharing and Analysis Centerの設立）

• 業界横断の連携の必要性

• 人を救うための技術が人を逆に傷つけることの危険

エアーバッグは、米国で毎年40,000人を救っているが傷つけてしまう
事例が発生してしまった。技術者は、安全に対する責任を全うする努力を。

最近の主な話題

民間へのメッセージ（エアーバッグ問題を例に）

NHTSA: National Highway Traffic Safety Administration
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U.S. DOT 自動運転システム開発計画
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ミシガン大学 自動運転研究施設： Ｍ Ｃｉｔｙ
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Ｍ Ｃｉｔｙ の実験設備

路側無線機

協調型・自動運転 自転車

多様な
道路構造

建物セット

障害物
歩行者

標識、街灯
信号制御機器
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Ｍ Ｃｉｔｙの様子（開所式デモ）
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開所式

Peter Sweatman
Director, UMTRI
Director, Mobility Transformation Center

Shauna Ryder Diggs
Chair, U-M Board of Regents

Mark Schlissel
President, U-M

Jim Sayer
'Mayor', Mcity

Kirk Steudle
Director, Michigan DOT

Debbie Dingell
House of Representative

Debbie Stabenow
Senator

Gary Peters
Senator

Christopher Taylor
Mayor, Ann Arbor

9



公道と一体化した試験環境

• Builds on MDOT Corridor
• Includes MI CV Pilot

✪
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✪ MDOT Facilities
 Connected Vehicle Test Beds

★ LC Member HQ or Key Facility

• Up to 20,000 Vehicles
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欧州における自動運転関連開発の経緯

出典：Adrian Zlocki, Road Vehicle Automation Workshop, 2012

AdaptIVe

CityMobil2
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Horizon 2020 自動運転関連 公募2016-2017
乗用車

• レベル3の自動運転技術の効果を評価
• 混合交通の多様な交通環境下（交通量、天候、照度など）で評価
• ドライバー、クルマ、交通環境の相互関係を分析し交通行動を研究

トラック

• 隊列走行システムを試験し、コンセプト、技術、機能を検証
• 複数メーカー車両による協調型隊列走行を公道で実施し、耐環境性を実証

都市交通

• 完全自動都市交通システムの安全性、信頼性、耐故障性を、マニュアル運転車、
歩行者、自転車、自動二輪車などの混合交通下で実証

• 既存の公共交通システムとの統合運用を実証

自動運転車両の協調動作を向上させるためのICT技術

• 最先端技術を統合したICTインフラの開発と実環境での実証

ユーザの期待と懸念

安全なHMI
多様で複雑な混合交通環境下での自動運転の安全性の確保

自動運転の実用化のための道路インフラの革新的設計とエンジニアリング
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欧州委員会の実用化に向けた課題認識

•Viable business models and 
deployment paths including 
socio-economic implications

実用化

(VOLVO)

•Clarify current regulatory and 
liability issues among European 
countries

基準化

(ERTICO)

• Identify needs for 
standardisation, testing, 
compliance and certification

認証試験
(IDIADA)

• Identify additional requirement 
on C-ITS

協調システム

(ICCS)

• Identify role of digital maps for 
automation

デジタル地図

(HERE - ERTICO)

• Identify solutions for driver and 
other road user interactions

人とシステムの役割

(DLR-TRL-LEEDS)

• List potential direct and indirect 
benefits of automation

効果評価

(CTL)

• Identify gaps in current control 
and decision solutions

制御と判断

(DLR)

• Clarify reliability concerns and 
make recommendations

信頼性とセキュリティ

(HTG6)

自動運転に関するプロジェクト横断で広範な議

論を行い実用化に向けた課題を抽出。
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スウェーデン Drive Me プロジェクト
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• Göteborgの都市高速道路道路の混在交通環境で実証実験
• 一般ドライバーが100台の自動運転車両を利用
• US$7,500,000の官民共同実証実験
• 2013年にプロジェクト着手、2017年に実証実験を実施
• 乗用車から、トラック、公共交通に展開



オランダ DAVI プロジェクト

15

DAVI: Dutch Automated Vehicle Initiative

• 自動運転車と人との関係や社会需要性に着目
• 車車・路車協調システムを構築
• 自動運転実用化の効果として下記に期待
• 渋滞低減 50%、事故削減 100% (事故ゼロ)、エネルギー消費削減 20%
• 政府機関が自動運転技術の安全性を検証し、型式認定の制度化を検討



イギリス Driverless cars プロジェクト
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• Bristol, Greenwich and Milton Keynes、Coventryの４都市で
公道実証実験を実施（2017年までに制度整備）

• 2014年秋に4都市での実験計画を発表

• 2015年7月にガイドライン「Code of Practice」を発行

• 実施主体を公募中（2015年9月30日締切、予算20,000,000ポンド）



自動運転車両の安全基準作りと認証

自動運転における Roadworthiness
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• 自動走行する車両（車、バス、トラック）が備えるべき
機能、性能の基準作り

• それらが基準を満足していることを検証する技術的手法の確立

• 車両が基準を満足していることを認証する国際的枠組みづくり

自動運転車が公道走行することを国際社会が受け入れるために
以下を整備することが必要。

企業の研究開発が製品化に近づき、公道における実証実験が
各地で進められるようになり、Roadworthiness Testing の

議論が活発化。



高度運転支援技術搭載車両 購入意向調査

出典：J.D. Power 2015 US Tech Choice Study 18



自動運転技術実用化 ふたつのアプローチ

出典：World Economic Forum 19

交通環境
の複雑度

自動化の
レベル

段階的発展のアプローチ

挑戦的アプローチ



実用化の課題

政策立案者の協力 責任のシフト 安全性の確認 サイバーセキュリティ

20出典：World Economic Forum



自動運転システムの倫理問題

– 自動運転を実現する社会でも安全、モビリティ、合法性の成立が必須

– 様々な環境でどのように自動化を機能させるかが課題哲学者と技術者の
共同検討が必要

避けられない際にどちらに衝突するか センターラインを越えずに待つか

合流時に制限速度で走行するか ラウンドアバウトを 脱け出せるか
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自動車基準調和世界フォーラム（WP29）の概要

22出典：国土交通省報道発表 平成27年6月30日



自動運転の導入を巡る国際的動向

出典：国土交通省報道発表 平成27年6月30日 23
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